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文　久　3　年 亥 2　月 慶応　2　年 2
?
1 八　平 1 」八右衛門 3 与五右衛門 1 富右衛門
2 2 多　七 2 辰五郎
3 3 次郎八 4 八平 1 八右衛門
1 九右衛門 1 市五郎 2 多　七





嘉 3 彦四郎 1・ 嘉兵衛 1 佐平次
2 茂右衛門 1 仁右衛門 一　1
2 利左衛門
兵 1 2 伊三郎後家 景r　1 3 彦四郎
1 3 半四郎 ト　2 茂右衛門 1 仁右衛門
衛
1 4 多　吉 兵　　1 2 伊三郎後家
3 六之丞 1 3 半四郎
組 4 喜右衛門 衛i 4 多　吉
5 宇右衛門 1 七五郎 3 六之丞
2 半　蔵 組 4 喜右衛門
5 宇右衛門 1 七五郎1 重郎右衛門 1 伊七次郎 2 半蔵2 伊左衛門 1 六兵衛
2 十兵衛後家 1 重郎右衛門 1 伊勢次郎
重 3 伊平衛後家 2 伊左衛門 1 六兵衛


























　　　i＿＿L一 5 与曽吉 組
?磯　吉
V　助’一 　一v1 忠　内 1 忠之丞 4 庄　吉
2 代　作 5 又左衛門
3 甚　内 6 与曽吉
忠　1 4 七之丞
2 喜惣太 1 忠　内 1 忠之丞
3 弥田郎 1 勘兵衛 2 代　作?
2 市兵衛門 忠 3 甚　内
3 源太郎 4 七之丞
4 長　助
? 2 茂三郎
組 4 彦五郎 1 吉　蔵 3 源四郎
1 勘兵衛
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年　　代 1田（副 畑（副 計（畝）
寛永　8 307．02 37．17 344．19
9 1157．26111．291269．25
10 959．03106．281066．01
11 54．18 46．24 101．12
12 206．20 51．01 257．21
13 16．18 2．20 19．08






2 351．01 18．10 369．11
3 331．16 5G．14 382．00
4 146．18 46．04 192．22
慶安　1 7工．08 79．27 151．05
2 27．D8 28．07 55．15
3 28．29 37．28 66．27
4 135．16 59．21 195．07
承　応　1 135．12 66．16201．28
2 1．22 24．22 26．14
3 351．16 66．18 418．04
明　暦　1 48．14 39．09 87．23
2 29．09 16．07 45．16
3 9．15 16．02 25．17
万　治　1 1．00 96．18 97．18
2 29．29 29．29
寛　文　9 21．15 479．23 501．08
10 1．12 238．07 239．19
延　宝　1 42．15 80．24 123．09












































































元禄13年 154人 162人 316人P00．00
享保3年 145〃 136〃 290〃X1．77
元文2年 159〃 133〃 292〃X2．41
宝暦4年 155〃 118〃 273〃W6．39
天明4年 127〃 122〃 249〃V8．80
寛政2年 126〃 127〃 253〃W0．06
享和4年 152〃 120〃 272〃W6．08
文化6年 160〃 123〃 283〃W9．56
文政2年 146〃 138〃 284〃W9．87
文政12年 145〃 137〃 282〃W9．24
弘化4年 143〃 153〃 296〃X3．67
安政2年 167〃 166〃 326〃P03．16

































































































年　　号 陸百矧 抱 庵　代
延宝2年 22軒 18軒 21人
元禄5年 26〃 35〃 ？〃
享保3年 27〃 42〃 3〃
寛延2年 30〃 38〃 0〃
安永6年 32〃 38〃 0〃
文化4年 48〃 19〃 0〃
天保2年 59〃 0〃 0〃










































































































































































































13日昼前 13筆 9人 13人
同　昼過 21〃 17（16）〃 19〃
同　夜番 11〃 8〃 11〃
16日昼前 8〃 2〃 7〃
同　昼過 10〃 9〃 12〃
18日昼過 12〃 9〃 10〃
同　　夜 9〃 7〃 9〃
19日　昼 10〃 8〃 10〃
19日　夜 11〃 8〃 10〃
構　造（大石）
ロックに一つしか分布しないと云う事を示す
ものである。
　では，このような耕地の分散（所有ではな
い）は何故おこるのであろうか。その理由の
一つは，中世社会の解体の仕方と云う歴史的
事情によるのであるが，今一つは日本農業の
基調をなす水田稲作経営と，それを遂行する
技術の問題によると考えられる。そしてこの
方がより本源的理由である事は云う迄もない。
　日本農業の基調をなす水田稲作経営は，田
植時と刈入時とに大きな労働力のピークを持
っている。殊に田植時のピークは決定的であ
る。この田植時のピー・一一クは先記のような用水
の配水＝灌水体系とからみあって，問題をよ
り一層困難なものとしている。と云うのはこ
うである。一村落の田植期間はせいぜい3～
7日が一般であるが，そうすると一筆の田に
配水される期間はごく短時間に制限されて，
せいぜい半日，またはそれ以下のものとなる。
この短期間にあの，猫の手も借りたいほどの
累積する巨大な田植労働が為される訳である。
第　17表
寛　永　13年 寛文9年延宝4年
名剃土蘭持 名劃土灘持 備　　　　　　　　　　　　考
所左衛門 201．15
18，964
@？
U，004
所左衛門の子
@〃翠E衛門の妹碧・八幡宿より来村
九　兵　衛
ｺ　三　郎
^惣左衛門
?E衛門
1　12，967
@　　？
@　9．194
@　8．528
前山村より来村
ｯ人父は九兵衛と兄弟，前山村より来村
纒ｺ衛伯母智，前山村より来村
纒ｺ衛・与惣右衛門手引で来村
六右衛門 110．14門　之　丞v左衛門
　？
U，875
六右衛門の子，六右衛門は前山村出身
Z右衛門の妻の甥，前山村より来村
弥次右衛門 64．09
与五左衛門
ｯ左衛門
氈@郎　八
1，381
R，421
P，580
弥次右衛門の子
ｯ上
寛汢E衛門の養子
太郎左衛門 24．06
i太郎左衛門
?E衛門
ｷ右衛門
ｼ左衛門
　？
Q，000
V，024
T，794
太郎左衛門の子
ｯ上
H太郎左衛門子の女房のいとこ
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近世村落の構造（大石）
こんな訳で，同一百姓が同一水掛区劃に連続
する田を二つ以上耕作する事は，労働力の関
係上不可能になって来るのである。この為，
前にみたように農民の耕作地は水掛体系の各
地域に分散することになるのである。しかし，
このように分散させても，なお平均4～5人
の家族の労働力では，この田植労働を遂行す
ることは，不可能でない迄も，不安定かつ非
能率的なものとならざるを得ない。このよう
な問題は単に狭い範囲の田植労働においての
み云えることではなく，入会利用その他を含
めた広い範囲での村落生活においてもいえる
事である。それ故，農民達はどうしても，そ
の再生産を安定させる為には，それに適合す
る彼等独自の労働組織体（相互の）を作る必要
が出て来る訳である。このような労働組織体
がまき・ゆい等々で表現される村落内結合で
ある。
　今，寛文9年（1669）の五郎兵衛新田村の
村落内結合表（一部）を作ってみると，第17
表のようになる。寛永13年にまで系譜の辿れ
るものは，さかのぼって表示しておいた。こ
の表から指摘できることは，普通農民として
正常な再生産を保ってゆける標準線である10
石の水準を割ってまで兄弟に分割するのみな
らず，兄弟が2人あるにかかわらずさらに養
子を迎えるとか，妹聾，女房のいとこ，また
知人までも，ともかく少しでも近しい関係に
ある人まで村内に迎え入れて，自分の同族に
していることである。
　このようなことを彼等が何故するか，とい
う事であるが，それは少々所有石高が少くな
っても，このような労働の相互扶助的組織を
作った方が，大きな目でみると，より安定し
た再生産と，より優利な村落生活をなし得た
という事に他ならない。
　以上五郎兵衛新田村の本（長）百姓と抱と
を軸とする村落構造と，そのような村落構造
を生み出す近世的村落共同体の基礎構造につ
いて，必要な範囲で簡単に触れてみた。後者
及びその具体的な機能が村落生活に如何にあ
らわれるかは別稿に譲ることにしたい。
〔附記〕
　　私は大学を卒業した年，昭和24年夏から5年
　間ほど，殆んど一切の余暇を五郎兵衛新田を中
　心とする信州佐久平の農村史の調査についやし
　た。史料を見，風物を観察するため同地に滞在
　した日数だけでも延に直すと100日は遙かにこ
　すであろう。この佐久滞在の半分以上は五郎兵
　衛新田の柳沢猛敏氏の御宅に厄介になった。同
　氏のこの御援助がなければ恐らく私の佐久調査
　は成立しなかったろう。にもかかわらず私は佐
　久については「近世初頭における土豪開発新田
　について」以外何も書いていない。調べが進め
　ば進むほど事は単純でなく，当時流行のシーマ
　などではとうてい処理出来なかったからである。
　今に，今にと思いながら今日まで延々になって
　しまった。ところが本年2月，柳沢猛敏氏が急
　逝されてしまった。この事は同氏に謝意をこめ
　て1冊の著書をと考えていた私にとって全く思
　いもかけない痛嘆事であった。とりあえず同氏
　の御冥福を祈りつつ，夜を日についで一文を草
　した次第である。
　　なお本論文で主として使った五郎兵衛新田村
　柳沢信哉氏文書は，猛敏氏の御口添もあって昨
　秋信哉氏より学習院大学に御寄贈をうけ目下保
　存のため整理中である。
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